
『心は筋肉である』
イヴォンヌ・レイナー
1968年4月11、14、15日 アンダーソン劇場

出演
ベッキー・アーノルド　     ウィリアム・デイヴィス     　ハリー・デ・ディオ
ゲイ・デ・ランゲ　     デヴィッド・ゴードン　     バーバラ・ロイド

スティーヴ・パクストン　     イヴォンヌ・レイナー

一晩の上演時間は約１時間45分。

幕間１：　会話（ルシンダ・チャイルズ、ウィリアム・デイヴィス）

１. Trio A  ………… ウィリアム・デイヴィス、デヴィッド・ゴードン、スティーヴ・パクストン　
２. Trio B  ………… ベッキー・アーノルド、ゲイ・デ・ランゲ、バーバラ・ロイド

幕間２：　ディミトリ・ティオムキン（『ダイヤルMを廻せ！』）

３. マットそして …… ベッキー・アーノルド、ウィリアム・デイヴィス
                     階段 ……デヴィッド・ゴードン、スティーヴ・パクストン、イヴォンヌ・レイナー

幕間３：　ヘンリー・マンシーニ（『ピンク・パンサー』）

４. アクト  …………  ハリー・デ・ディオ
            グループ

休憩
幕間 ４：　グリーンブライア・ボーイズ（『アメリア・イアハート最後のフライト』） 
          ５：　静寂（6分）
          ６：　フランク・シナトラ（『夜のストレンジャー』）
          ７：　会話（続き）
　　
５. Trio A¹  ………… ウィリアム・デイヴィス、デヴィッド・ゴードン、スティーヴ・パクストン　
６. 馬たち ………… グループ

幕間８：　ジョン・ジョルノ（『ポルノグラフィック・ポエム』）

７. フィルム  ………  グループ
　         バド・ワートシャフターによる足のフィルム、ウィリアム・デイヴィスによる手のフィルム
８. レクチャー   …… イヴォンヌ・レイナー

幕間９：　ジェファーソン・エアプレイン（『おかしな車』）
（プログラム抜粋）


